
被災して
助けにいけない

被災範囲が
広すぎる ...

自分たちで
なんとかしよう！

災害発生時に行政自体が被災したり、被害が広範囲
に及んだりした場合に、学校、職場、地域の人たち
など周りの人たちと助ける必要性が出てきます。

自助
自分の身を
自分の努力に
よって守る

公助
国や県などの
行政機関の
救助・援助

共助
身近な人たちが
お互いに
助け合うこと

災害発生後に、自分の身を自分の努力によって守る
自助、身近な人たちがお互いに助け合う共助がうま
く働くことによって、災害の被害を軽減できます。

防災マップづくりは、参加者の防災意識の向上や、
地域コミュニティにおける自助や共助の能力向上が
期待できます。

地域にある避難場所、
災害時に役立つもの、
危険箇所などをみんな
で書き込んだものが
「防災マップ」です。

「防災マップづくり」
を自分たちでやると、
今まで気づかなかった
まちの課題や防災対策
の必要性に気づくこと
ができます。

あがらマップは、Webブラウザで防災マップづくり
ができるアプリです。あがらマップの「あがら」は、
和歌山弁で「私たち」という意味があります。 

危険箇所や防火水槽など、災害時に役立つものを
マーカとして登録できます。写真も登録できます。

ライン エリア テキスト
マーカ以外にもライン、エリア、テキストで防災
情報を登録することができます。

南海トラフの津波浸水域、
土砂災害警戒区域、避難場所
などのハザードマップを表示
することができます。

あがらマップでは、グループごとに別々の防災マ
ップをつくることができ、グループのマップは、
統合して参加者以外にも共有することができます。



防災マップづくり
まち歩きのときに登録した防災
情報をもとに、防災マップを完
成させましょう。 避難経路など
の災害時の必要なことも話し合
いましょう。 　　　　　　　　 

発表や公開
まち歩きした他のグループと完
成させた防災マップを発表しあ
いましょう。 参加者外にも防災
マップを公開しましょう。

まち歩き
まち歩きをして防災に役立つ情
報や危険箇所などの防災情報を
見つけて、 あがらマップに登録
しましょう。 

話し合い
どこを歩くか、どんな災害や危
険があると思うか、 一緒にまち
歩きをする人たちと話し合いま
しょう。撮影係やコメントを書
く係など、係わけもしましょう。

「話し合い」→「まち歩き」→「防災マップづくり」→
「発表や公開」の手順で行います。

https://agara.yoslab.net
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あがらマップ


